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観
光
が
地
域
・
都
市
を
支
え
る
重
要
な
産

業
で
あ
る
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。
輸
送
費
の

低
コ
ス
ト
化
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
普
及
、
ビ
ザ
の
緩
和

等
を
含
む
旅
行
の
円
滑
化
、
特
に
発
展
途
上

国
で
拡
大
す
る
中
間
層
等
の
状
況
が
観
光
産

業
の
成
長
を
後
押
し
し
た
。
世
界
の
海
外
旅 　

行
者
数
は
１
９
５
０
年
の
２
５
０
０
万
人
か

ら
２
０
１
７
年
に
は
13
億
人
を
超
え
る
ま
で

に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
な
か
、
近
年
世
界
的
に

急
速
に
成
長
を
遂
げ
て
い
る
観
光
産
業
は
、

２
０
１
７
年
に
は
世
界
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
約
10
％

を
占
め
、
全
雇
用
の
約
10
％
を
生
み
出
し
て

い
る
［W

T
T
C
, 2018

］。
こ
の
10
年
に
限
っ

て
み
れ
ば
、全
世
界
の
雇
用
の
20
％
が
観
光
・

レ
ジ
ャ
ー
分
野
か
ら
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。

特
集

2

こ
の
先
も
勢
い
は
止
ま
ら
ず
、
観
光
分
野
は

２
０
３
０
年
ま
で
年
率
約
３
・
３
％
の
成
長

が
見
込
ま
れ
て
い
る
［U

N
W

T
O
, 2017

］。

　

観
光
産
業
が
堅
調
な
成
長
を
見
せ
る
な

か
、
わ
が
国
を
代
表
す
る
観
光
都
市
で
あ

る
京
都
に
お
い
て
、
行
き
過
ぎ
た
観
光
地
化

（
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
）
の
問
題
が
近
年
注

目
を
集
め
つ
つ
あ
る（
注
）。
わ
が
国
で
は
、

京
都
を
除
け
ば
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
依

然
と
し
て
顕
在
化
し
て
い
な
い
も
の
の
、
欧

州
都
市
で
は
こ
の
10
年
あ
ま
り
観
光
の
過

熱
が
引
き
起
こ
す
社
会
的
不
満
が
顕
著
で

あ
り
、
し
ば
し
ば
市
民
レ
ベ
ル
で
の
大
規
模

な
デ
モ
に
ま
で
発
展
し
て
い
る
。
反
観
光
の

動
き
を
ス
ペ
イ
ン
の
メ
デ
ィ
ア
は
観
光
客
恐

怖
症
［tu

rism
ofobia

］
と
名
付
け
る
な
ど
、

各
種
ア
ク
タ
ー
が
協
働
し
て
一
刻
も
早
く
解

決
策
を
模
索
す
べ
き
社
会
問
題
と
し
て
認
知

さ
れ
て
い
る
。
世
界
観
光
機
関
（
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ

Ｏ
）
も
昨
年
の
10
月
に
欧
州
都
市
（
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
、
ベ
ル
リ
ン
、
コ
ペ

ン
ハ
ー
ゲ
ン
、
リ
ス
ボ
ン
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、
ザ

ル
ツ
ブ
ル
ク
、
タ
リ
ン
）
に
お
け
る
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
現
状
と
当
座
の
解
決
方
策
に

つ
い
て
ま
と
め
た
報
告
書
を
出
版
し
た
ば
か

り
だ
［U

N
W

T
O
, 2018

］。

　

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
の
言
葉
が
い
つ

登
場
し
た
の
か
は
定
か
で
な
い
が
、
一
説
に

は
旅
行
情
報
メ
デ
ィ
アS

kift

に
掲
載
さ
れ

た
レ
ポ
ー
ト
で
あ
る
と
さ
れ
る
［U

N
W

T
O
, 

op.cit.

］。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
登
場
以

前
も
、「
空
間
的
・
経
済
的
・
社
会
文
化
的

環
境
を
悪
い
方
向
に
変
質
さ
せ
た
り
、
訪
問

者
の
満
足
度
を
大
幅
に
減
じ
た
り
す
る
観
光

地
の
収
容
力
（
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
）
が
あ
り
得

る
」
と
い
う
議
論
は
な
さ
れ
て
き
た
。
現
段

階
で
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
観
光
公
害

と
訳
さ
れ
た
り
、
論
者
に
よ
っ
て
意
味
合
い

が
や
や
変
動
し
た
り
す
る
バ
ズ
ワ
ー
ド
で
あ

る
が
、
本
稿
で
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

「
市
民
生
活
の
質
お
よ
び
（
あ
る
い
は
）
訪
問

客
の
体
験
の
質
に
過
度
に
負
の
影
響
を
与
え

て
し
ま
う
観
光
の
あ
り
よ
う
」
と
定
義
す
る
。

観
光
客
・
地
域
住
民
の
双
方
が
観
光
の
進
展

に
何
ら
か
の
不
満
を
抱
く
よ
う
な
状
況
こ
そ

が
、
古
く
て
新
し
い
政
策
課
題
と
な
り
つ
つ

あ
る
。

　

行
き
過
ぎ
た
観
光
地
化
が
地
区
に
も
た
ら

す
弊
害
は
、
１
９
６
０
年
代
中
頃
か
ら
指
摘

さ
れ
て
お
り
（A

tkinson
 et.al, 2008

）、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
苦
悩
す
る

国
際
観
光
都
市

龍
谷
大
学　

政
策
学
部
政
策
学
科　

教
授　

阿
部 

大
輔

１ 

急
成
長
を
続
け
る
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光
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２ 
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３ 
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観
光
地
化
と
既
存
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
崩
壊
を

問
う
問
題
設
定
自
体
は
新
し
い
も
の
で
は
な

い
。
あ
る
特
定
の
場
所
に
観
光
客
が
集
中
す

る
こ
と
に
よ
る
環
境
負
荷
の
増
大
が
も
た
ら

す
環
境
破
壊
、
観
光
客
の
マ
ナ
ー
の
悪
化
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
、
交
通
渋
滞
等
は
、

比
較
的
古
典
的
な
問
題
で
も
あ
る
。

　

で
は
、
現
在
さ
ま
ざ
ま
な
都
市
で
確
認
さ

れ
て
い
る
観
光
が
も
た
ら
す
新
た
な
問
題

は
、
古
典
的
な
そ
れ
と
ど
の
よ
う
に
異
な
る

の
だ
ろ
う
か
？　

そ
の
現
代
的
側
面
を
以
下

に
整
理
す
る
（
阿
部
，
２
０
１
８
）。

　

第
一
に
、
内
需
の
大
幅
な
拡
大
が
期
待
で

き
な
い
現
在
、
都
市
へ
の
投
資
を
促
進
す
る

有
効
な
産
業
と
し
て
観
光
が
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
。
本
稿
で
見
る
よ
う
に
、
観
光
都
市

に
お
け
る
過
剰
な
観
光
客
の
集
中
は
、
必
ず

し
も
地
域
の
文
脈
を
踏
ま
え
た
わ
け
で
は
な

い
投
機
的
な
宿
泊
施
設
の
急
増
を
惹
起
し
て

い
る
。
脱
工
業
化
の
現
在
、
多
く
の
都
市
が

次
世
代
を
担
う
産
業
（
例
え
ば
Ｉ
Ｔ
産
業
や

創
造
産
業
等
）
の
育
成
に
苦
戦
し
て
い
る
現

状
も
、
観
光
の
産
業
と
し
て
の
可
能
性
に
さ

ら
な
る
期
待
を
寄
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
を

生
み
出
し
て
い
る
。

　

第
二
に
、
ツ
ー
リ
ス
ト
の
嗜
好
が
多
様
化

し
た
結
果
、
何
気
な
い
界
隈
が
観
光
や
宿
泊

の
対
象
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
こ
と
が

あ
る
。
Ａ
ｉ
ｒ
ｂ
ｎ
ｂ
が
掲
げ
る
「
暮
ら
す
よ

う
に
旅
し
よ
う
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
象

徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
現
地
の
生
活
を
疑
似
体

験
で
き
る
よ
う
な
観
光
ス
タ
イ
ル
が
人
気
を

集
め
て
い
る
。
Ａ
ｉ
ｒ
ｂ
ｎ
ｂ
に
代
表
さ
れ

る
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
浸
透
も
、

こ
う
し
た
流
れ
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
。

　

第
三
に
、
都
市
再
生
政
策
と
観
光
の
活
用

が
不
可
分
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
生

産
年
齢
の
人
口
が
減
少
す
れ
ば
、
内
需
は
減

少
の
一
途
を
た
ど
る
た
め
、
経
済
活
力
の
維

持
の
た
め
に
は
外
需
を
呼
び
込
む
こ
と
が
欠

か
せ
な
い
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
は
、
そ
の
た

め
の
有
効
な
手
段
で
あ
る
。
全
国
各
地
で
多

様
な
展
開
を
み
せ
る
ま
ち
づ
く
り
も
、
地
域

へ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
醸
成
お
よ
び
経

済
効
果
へ
の
期
待
か
ら
、
観
光
を
軸
と
す
る

取
り
組
み
が
多
数
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て

久
し
い
。

４ 

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
状
況

　

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
（
２
０
１
７
年
段
階
の
人

口
約
26
・
１
万
人
）
に
と
っ
て
観
光
は
伝
統

的
に
重
要
な
産
業
で
あ
っ
た
も
の
の
、
市
民

を
巻
き
込
ん
だ
都
市
政
策
の
中
心
的
命
題
と

し
て
脚
光
を
浴
び
る
の
は
１
９
９
０
年
代
に

入
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
［M

ilano, 2018

］。

２
０
１
２
年
に
公
開
さ
れ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
《
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
》

は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
旧
市
街
に
お
け
る
行
き

過
ぎ
た
観
光
地
化
が
住
民
の
流
出
と
そ
れ
に

並
走
す
る
界
隈
の
社
会
構
造
の
消
失
を
描
写

し
て
い
る
。
こ
の
映
像
が
示
す
よ
う
に
、
ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
状
況

は
、
世
界
遺
産
で
も
あ
る
旧
市
街
の
継
続
的

な
人
口
減
少
と
、
そ
の
旧
市
街
の

規
模
を
は
る
か
に
超
え
た
観
光

客
の
来
訪
に
よ
っ
て
特
徴
付
け
ら

れ
る
。

　

戦
前
期
に
最
大
約
18
万
人

を
数
え
た
旧
市
街
の
人
口
は

１
９
９
０
年
に
は
８
万
人
を
割

り
込
み
、
そ
の
後
も
減
少
の
一
途

を
た
ど
り
、
現
在
は
約
５
・
５
万

人
に
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
る
。

２
０
０
０
年
か
ら
の
十
数
年
で
人

口
を
さ
ら
に
約
１
万
人
減
じ
て
お

り
、
観
光
客
の
着
実
か
つ
近
年
の

急
激
な
増
加
と
、
旧
市
街
の
人
口

減
少
が
同
時
に
進
行
し
て
い
る
様

子
が
見
て
取
れ
る
。

　

２
０
０
３
年
に
約
６
２
１
万
人

だ
っ
た
宿
泊
客
数
は
、
２
０
１
５

年
に
は
約
１
０
１
８
万
人
に
ま
で

増
加
し
て
い
る
（
図
１
）。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を

訪
れ
る
の
は
宿
泊
客
だ
け
で
は
な
い
。
こ
の

数
に
日
帰
り
客
や
ク
ル
ー
ズ
船
の
客
が
加
わ

る
。
１
９
９
７
年
に
は
約
30
万
人
だ
っ
た
ク

ル
ー
ズ
観
光
客
は
、
２
０
１
５
年
に
は
５
倍

以
上
の
約
１
５
８
万
人
に
ま
で
増
加
し
て
い

る
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
市
の
２
０
１
５
年
の
推

計
で
は
、
約
３
４
１
８
万
人
の
日
帰
り
客
が

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
都
市
圏
を
訪
れ
て
い
る
。

出典：Milano,2018

図●ヴェネツィアの宿泊者数の推移1
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光
系
店
舗
の
増
殖
に
よ
る
生
活
用
品
店
の
不

足
」「
住
宅
価
格
の
上
昇
」「
ク
ル
ー
ズ
船
」

を
問
題
視
し
様
々
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
デ
モ

を
組
織
。
２
０
１
４
年
設
立
。

《G
enerazione ‘

9
0

》：
旧
市
街
で
生

ま
れ
育
っ
た
１
９
９
０
年
代
生
ま
れ
の
若
者

が
主
導
す
る
団
体
で
、
市
の
政
策
を
観
光
で

は
な
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
に
目
を
向
け
さ

せ
る
た
め
に
、
様
々
な
ロ
ビ
ー
活
動
を
展
開

し
て
い
る
。
観
光
の
た
め
の
都
市
で
は
な
く
、

本
土
の
方
に
移
住
し
て
し
ま
っ
た
若
年
層
も

再
び
住
み
た
く
な
る
よ
う
な
環
境
整
備
が
必

要
で
あ
る
と
の
認
識
の
も
と
、
若
者
の
雇
用

創
出
と
「
よ
り
よ
い
観
光
の
定
着
」
を
連
動

さ
せ
る
政
策
を
訴
え
て
い
る
。

《
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
で

は
な
い
》：
悪
化
し
つ
つ
あ
る
観
光
客
の
マ

ナ
ー
問
題
の
是
正
を
通
し
て
、
旧
市
街
に
相

応
し
い
観
光
ス
タ
イ
ル
を
追
求
す
る
こ
と
を

目
指
す
住
民
組
織
。

政
策
的
対
応

　

観
光
に
つ
い
て
は
、２
０
０
９
年
の
段
階
で

《
観
光
戦
略
調
整
政
策
》（C

oordinam
ento 

delle S
trategie Turistiche

）
が
作
成
さ

れ
、
観
光
の
発
展
を
都
市
の
再
生
と
接
続
さ

せ
よ
う
と
す
る
政
策
の
展
開
を
試
み
て
い

る
。
近
年
急
増
し
た
日
帰
り
観
光
客
が
観
光

（E
l
P

a
ís

紙
、20

0
8
/7

/1
2

やA
v
u
i

紙

2
0
0
8
/9

/27

）、「
も
う
観
光
客
は
た
く
さ
ん

だ
」（L

a
V
an

guard
ia

紙
、2008

/11/6

）

と
い
っ
た
よ
う
に
、
や
や
過
激
な
文
言
が
紙

上
を
賑
わ
し
た
。
２
０
１
３
年
頃
か
ら
観
光

に
対
す
る
市
民
レ
ベ
ル
で
の
反
対
運
動
が
散

見
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
２
０
１
４
年
に
公

開
さ
れ
た
《B

ye B
ye B

arcelona

》
は
、

旧
市
街
の
一
部
や
サ
グ
ラ
ダ
フ
ァ
ミ
リ
ア
や

グ
エ
ル
公
園
の
周
辺
エ
リ
ア
等
に
お
け
る
観

光
の
過
熱
が
界
隈
に
も
た
ら
す
負
の
影
響
に

つ
い
て
克
明
に
記
録
し
た
興
味
深
い
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
で
あ
る
。
軋
轢
が
顕
在
化
し
た

当
初
は
、
外
国
人
の
若
者
ら
が
昼
間
か
ら
公

共
空
間
で
泥
酔
し
夜
中
ま
で
騒
ぐ
と
い
っ
た

マ
ナ
ー
が
問
題
視
さ
れ
た
が
（「
酔
い
ど
れ
観

光
」
と
呼
ば
れ
た
）、
そ
の
後
、
民
泊
急
増
な

ど
で
市
民
生
活
が
住
宅
確
保
な
ど
の
面
で
脅

か
さ
れ
る
影
響
に
論
点
が
移
っ
て
き
て
い
る
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
始
前
の
１
９
９
０
年
の

宿
泊
客
数
は
１
７
３
万
人
、
２
０
０
０
年
に

３
１
４
万
人
だ
っ
た
の
に
対
し
、
２
０
１
０

年
に
は
７
１
３
万
人
と
20
年
間
で
４
倍
強

に
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
微
増
傾
向
を

続
け
る
が
、
２
０
１
５
年
に
は
８
３
０
万
人
、

２
０
１
６
年
に
は
９
０
６
万
人
に
ま
で
増
加

し
て
い
る（
図
２
）。

　

観
光
客
の
増
加
は
、
当
然
な
が
ら
宿
泊

の
質
を
落
と
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
観
光

客
急
増
の
裏
で
旧
市
街
か
ら
人
口
の
流
出
が

著
し
い
こ
と
を
踏
ま
え
、
都
市
計
画
と
し
て
、

建
築
類
型
の
保
存
、
公
共
空
間
の
再
整
備
に

次
い
で
、
居
住
・
教
育
・
福
祉
用
途
の
確
保

を
図
っ
て
い
る
。
住
宅
問
題
、
福
祉
問
題
と

し
て
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
課
題
に
切
り

込
も
う
と
す
る
意
図
が
あ
る
。

　

一
方
、
様
々
な
ソ
フ
ト
的
な
対
策
も
打
た

れ
て
い
る
。
観
光
マ
ナ
ー
の
向
上
を
訴
え
る

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
加
え
、
２
０
１
７
年
４
月

に
は
旧
市
街
全
域
へ
の
観
光
客
の
分
散
化
、

警
察
の
増
員
、
混
雑
が
深
刻
な
場
所
に
お
け

る
住
民
やV

enezia U
n
ica

カ
ー
ド
（
ヴ
ァ

ポ
レ
ッ
ト
券
や
各
種
文
化
施
設
の
入
場
券
を

一
括
し
て
取
り
扱
う
サ
ー
ビ
ス
）
利
用
者
と

そ
の
他
の
観
光
客
の
動
線
を
分
離
す
る
柵
の

設
置
、
宿
泊
施
設
の
規
制
、
旧
市
街
へ
の
観

光
客
数
の
上
限
設
定
等
の
新
た
な
指
針
が
市

長
か
ら
発
表
さ
れ
て
い
る
。

５ 

バ
ル
セ
ロ
ナ

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
状
況

　

ス
ペ
イ
ン
第
二
の
都
市
、
人
口
１
６
０
万

人
を
擁
す
る
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
お
い
て
、
観
光

と
地
域
の
関
係
に
疑
念
が
呈
さ
れ
た
の
は

２
０
０
８
年
頃
で
あ
る
。「
観
光
客
恐
怖
症
」

　

不
動
産
の
紹
介
サ
イ
ト
で
あ
るidealista.

it
が
２
０
１
６
年
５
月
に
公
表
し
た
と
こ
ろ

に
よ
れ
ば
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
不
動
産
価
格

は
４
４
３
２
ユ
ー
ロ
／
㎡
で
あ
り
、３
４
６
０

ユ
ー
ロ
／
㎡
の
ミ
ラ
ノ
、
３
３
８
６
ユ
ー
ロ
／

㎡
の
ロ
ー
マ
を
引
き
離
し
国
内
で
最
も
高
い

都
市
と
な
っ
て
い
る
。
旧
市
街
の
特
に
中
心

部
、
カ
ナ
ル
・
グ
ラ
ン
デ
沿
い
一
帯
や
サ
ン
・

マ
ル
コ
広
場
周
辺
は
１
・
２
万
〜
２
万
ユ
ー
ロ

／
㎡
と
特
に
不
動
産
価
格
帯
の
高
い
エ
リ
ア

と
な
っ
て
い
る
［M

ilano, 2018

］。
こ
う
し

た
界
隈
に
地
元
住
民
が
住
み
続
け
る
こ
と
は

容
易
で
は
な
い
。
ま
た
、
本
来
家
族
用
の
フ

ラ
ッ
ト
と
し
て
利
用
さ
れ
る
べ
き
不
動
産
が

観
光
事
業
者
に
買
い
占
め
ら
れ
る
こ
と
も
多

い
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
お
け
る
不
動
産
市
場

の
問
題
は
、
住
宅
価
格
の
上
昇
に
あ
る
と
い

う
よ
り
、
む
し
ろ
地
域
住
民
の
た
め
の
賃
貸

物
件
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

市
民
か
ら
の
反
応

　

観
光
地
化
に
よ
る
界
隈
の
変
質
を
テ
ー
マ

に
す
る
住
民
組
織
は
数
多
く
存
在
す
る
。

《
ク
ル
ー
ズ
船
反
対
委
員
会
：
ラ
グ
ー
ン
は

わ
た
し
た
ち
の
共
有
財
》：
新
た
な
マ
ス
ツ
ー

リ
ズ
ム
で
あ
る
ク
ル
ー
ズ
船
観
光
に
反
対
す

る
組
織
と
し
て
２
０
１
２
年
に
設
立
。

《G
ruppo 

25
》：「
住
民
の
追
い
出
し
」「
観

特集2.indd   10 2019/01/23   10:39
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施
設
の
増
加
と
連
動
す
る
。
ホ
テ
ル
数
は

１
９
９
０
年
の
１
１
８
か
ら
２
０
１
０
年

に
は
３
２
８
、２
０
１
６
年
に
は
４
０
８
へ

と
増
加
、
ベ
ッ
ド
数
も
１
９
９
０
年
か
ら

２
０
１
６
年
に
か
け
て
１
万
８
５
６
９
か
ら

６
万
７
６
４
０
へ
と
増
加
し
て
い
る
。
こ
の

数
値
に
、
民
泊
が
加
わ
る
の
で
、
相
当
数
の

宿
泊
機
能
が
都
市
内
に
増
殖
し
て
い
る
こ
と

が
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

不
動
産
価
格
も
高
騰
し
て
い
る
。

２
０
１
４
～
２
０
１
７
年
の
3
年
間
で

住
宅
価
格
は
２
９
７
７
ユ
ー
ロ
／
㎡
か
ら

４
０
２
４
ユ
ー
ロ
／
㎡
へ
と
約
35
％
も
上
昇

し
て
い
る
。
住
宅
価
格
の
み
な
ら
ず
賃
貸
市

場
も
同
様
に
高
騰
し
て
お
り
、
特
に
旧
市
街

や
そ
の
外
側
に
広
が
る
拡
張
地
区
、
個
性
的

な
店
舗
が
軒
を
連
ね
る
グ
ラ
シ
ア
と
い
っ
た

地
区
で
の
上
昇
率
が
高
く
、
住
民
の
追
い
出

し
は
日
常
茶
飯
事
の
よ
う
に
生

じ
て
い
る
。
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
は
、

観
光
そ
の
も
の
が
原
因
と
い
う

よ
り
も
、
観
光
の
成
長
が
投
機

的
な
動
き
を
助
長
し
、
結
果
、

地
区
の
変
質
が
進
む
状
況
が
発

生
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
流
れ
の
な
か
で
、バ

ル
セ
ロ
ナ
市
民
の
観
光
客
に
対

す
る
感
情
も
年
々
悪
化
し
て
い

る
。
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
よ
れ
ば
、「
現
在
の
バ

ル
セ
ロ
ナ
に
お
い
て
最
も
深
刻

な
問
題
は
何
か
？
」
と
の
問
い

に
対
し
て
観
光
を
挙
げ
る
市
民

の
割
合
が
２
０
１
３
年
以
降
約

３
％
か
ら
19
％
へ
と
急
増
し
て

い
る
。
ま
た
、「
よ
り
多
く
の
観

光
客
を
呼
び
込
む
べ
き
か
？
」

と
の
問
い
に
対
し
て
71
・
８
％
が
イ
エ
ス
と

答
え
た
２
０
１
２
年
を
境
に
年
々
賛
意
が
減

少
し
て
お
り
、
２
０
１
６
年
に
は
47
・
５
％

に
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
る
。「
観
光
客
を
受
入

れ
る
限
度
に
近
づ
い
て
い
る
か
？
」
と
の
問

い
に
対
し
て
、
そ
の
よ
う
に
感
じ
る
人
の
割

合
は
２
０
１
２
年
に
は
25
％
だ
っ
た
の
が
、

２
０
１
６
年
に
は
48
・
９
％
と
お
よ
そ
半
数

の
市
民
が
観
光
を
問
題
視
し
つ
つ
あ
る
現
状

が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る（A

juntam
ent 

de
Barcelona

）。

市
民
か
ら
の
反
応

　

２
０
１
５
年
に
設
立
さ
れ
た
《
持
続
可
能

な
観
光
に
向
け
た
住
民
協
議
会
》（
Ａ
Ｂ
Ｔ

Ｓ
）
は
、
無
秩
序
な
観
光
の
進
展
に
抵
抗
す

る
合
計
28
も
の
住
民
組
織
を
束
ね
る
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
界
隈
へ
不

可
逆
的
な
悪
影
響
を
与
え
る
土
地
投
機
の
圧

力
を
緩
和
し
、
家
賃
の
上
昇
を
抑
え
る
こ
と

を
目
的
に
、
数
多
く
の
デ
モ
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
主
催
し
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア

を
通
し
て
適
切
な
観
光
の
あ
り
方
を
訴
え
て

き
た（
写
真
）。
観
光
客
数
を
界
隈
の
生
活
に

脅
威
を
及
ぼ
さ
な
い
安
定
的
な
レ
ベ
ル
に
ま

で
削
減
す
る
こ
と
を
目
標
に
、「
行
政
に
よ
る

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
中
止
」「
バ
ル
セ
ロ

ナ
観
光
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
公
的
資
金
が
投

図●バルセロナにおける宿泊者数の推移2

写真　テーマパーク化する観光資源とオーバーツーリズム反対運動。古くからの市民の台所であるボケリア市場は日がなツーリストで賑わっている（左）。まちなかの観
光案内板に落書きされたアンチ・ツーリズムのメッセージ（中）。ツーリスト・フラット（民泊）に反対する旧市街の住民グループ（右）。

出典：Ajuntament de Barcelone / Diputació de Barcelona / Barcelona Turisme 
Estadístiques de turisme. Barcelona: ciutat i entorn,2017
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入
さ
れ
た
官
民
協
働
事
業
体
）
の
活
動
の
監

視
」「
民
間
事
業
者
へ
の
公
的
資
金
を
用
い

た
補
助
金
、
減
免
措
置
等
の
撤
回
」「
観
光

宿
泊
施
設
抑
制
プ
ラ
ン
（
後
述
）
よ
り
厳
し

い
規
制
措
置
」「
観
光
セ
ク
タ
ー
の
労
働
者

の
労
働
条
件
の
改
善
」
等
の
提
案
を
行
っ
て

い
る
。

政
策
的
対
応

　

２
０
１
７
年
１
月
に
可
決
、
承
認
さ
れ
た

観
光
宿
泊
施
設
抑
制
プ
ラ
ン
（
Ｐ
Ｅ
Ｕ
Ａ
Ｔ
）

に
よ
り
、
具
体
的
な
立
地
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を

図
っ
て
い
る
。

　

Ｐ
Ｅ
Ｕ
Ａ
Ｔ
は
計
画
手
法
と
し
て
は
シ

ン
プ
ル
で
、
市
内
を
大
き
く
４
つ
の
ゾ
ー
ン

に
区
切
り
、一
切
の
宿
泊
系
用
途
を
禁
じ
る

ゾ
ー
ン
１
（
旧
市
街
や
拡
張
地
区
の
一
部
、
グ

ラ
シ
ア
旧
市
街
、
ポ
ブ
レ
ノ
ウ
旧
市
街
周
辺

地
区
ｅ
ｔ
ｃ
。
古
く
か
ら
の
生
活
が
根
付
く

歴
史
的
市
街
地
で
あ
り
、
多
く
の
観
光
資
源

が
立
地
す
る
エ
リ
ア
）、
条
件
付
き
認
可
だ
が

原
則
的
に
増
設
は
禁
じ
る
ゾ
ー
ン
２
（
ゾ
ー

ン
１
の
少
し
外
側
の
エ
リ
ア
。
拡
張
地
区
の

一
部
も
含
ま
れ
る
）
と
都
心
部
は
か
な
り
厳

し
い
規
制
を
敷
く
。
今
後
の
宿
泊
施
設
は
相

対
的
に
ホ
テ
ル
数
が
少
な
い
郊
外
部
（
ゾ
ー

ン
３
）や
再
開
発
と
連
動
す
る
エ
リ
ア
（
ゾ
ー

ン
４
）
に
の
み
認
め
て
い
く
と
い
う
方
針
で

あ
る
。
宿
泊
施
設
の
立
地
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を

図●京都市における旅館業許可施設の推移3

出典：京都市「許可施設数の推移（平成30年2月末現在 速報値）」

図●中京区・下京区・東山区における新規旅館業許可施設の推移4

出典：京都市「許可施設数の推移（平成30年2月末現在 速報値）」

図●簡易宿所立地図（京都）5

特集2.indd   12 2019/01/23   10:39



13

特集
観光客急増で問われる地域の“意思”
　オーバーツーリズムに苦悩する国際観光都市2

第240号 January 2019

通
し
て
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
用
途
の
混
在

を
図
り
、
市
民
の
住
む
権
利
を
保
障
し
、
界

隈
の
公
共
空
間
で
の
生
活
を
維
持
す
る
と
と

も
に
そ
こ
へ
の
観
光
の
影
響
を
最
小
限
に
留

め
、
持
続
可
能
な
経
済
活
動
の
展
開
を
図
る

と
こ
ろ
に
狙
い
が
あ
る
。

６ 

京
都

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
状
況

　

京
都
市
の
観
光
客
数
は
２
０
１
５
年
に
過

去
最
高
の
５
６
８
４
万
人
を
数
え
、２
０
１
６

年
ま
で
に
３
年
連
続
で
５
５
０
０
万
人
を
記

録
し
た
。
年
間
宿
泊
客
数
も
１
４
１
５
万
人

と
過
去
最
高
を
記
録
し
て
い
る
。
２
０
１
３

年
の
段
階
で
は
１
１
３
万
人
だ
っ
た
外
国
人

宿
泊
客
数
は
２
０
１
５
年
に
３
１
６
万
人

と
初
め
て
３
０
０
万
人
の
大
台
を
突
破
し
、

２
０
１
６
年
は
３
１
８
万
人
と
過
去
最
高
の

数
字
と
な
っ
た
。

　

急
激
な
宿
泊
客
数
の
伸
び
に
対
し
、
市
内

の
客
室
総
数
は
こ
の
10
年
で
微
増
に
と
ど

ま
っ
て
お
り
、
宿
泊
施
設
が
慢
性
的
に
不
足

し
て
い
る
。
都
心
部
に
大
規
模
ホ
テ
ル
を
建

設
で
き
る
よ
う
な
用
地
も
限
ら
れ
て
お
り
、

今
後
も
大
幅
な
客
室
増
は
見
込
み
に
く
い
。

　

そ
う
し
た
間
隙
を
縫
う
よ
う
に
急
増
し
て

い
る
の
が
民
泊
な
ら
び
に
簡
易
宿
所
営
業
の

宿
泊
施
設
で
あ
る
。
京
都
市
「
京
都
市
民
泊

施
設
実
態
調
査
」（
２
０
１
６
年
）に
よ
れ
ば
、

市
内
の
民
泊
で
所
在
地
が
特
定
で
き
た
の
は

２
７
０
２
件
中
の
１
２
６
０
件
（
46
・
６
％
）

で
あ
り
、
う
ち
旅
館
業
の
許
可
が
確
認
で
き

た
も
の
は
わ
ず
か
７
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

住
宅
宿
泊
事
業
法
の
施
行
に
よ
り
徐
々
に
適

正
化
が
進
ん
で
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、

無
許
可
民
泊
施
設
の
存
在
は
京
都
市
に
と
っ

て
も
懸
念
材
料
で
あ
る
。
な
お
、
無
許
可
民

泊
へ
の
宿
泊
者
数
は
約
１
１
０
万
人
と
推
計

さ
れ
て
い
る
。
外
国
人
観
光
客
の
ア
パ
ー
ト

や
マ
ン
シ
ョ
ン
に
宿
泊
し
た
と
す
る
回
答
率

は
14
％
も
あ
り
、
数
字
に
表
れ
な
い
宿
泊
の

実
態
が
垣
間
み
ら
れ
る
。

　

ホ
テ
ル
数
は
微
増
、
旅
館
数
は
減
少
す
る

一
方
で
、
小
規
模
で
簡
素
な
手
続
き
で
営
業

が
可
能
な
簡
易
宿
所
は
２
０
１
７
年
時
点
で

２
２
９
１
軒
と
５
年
間
で
約
６
倍
に
増
え
て

い
る（
図
３
）。
特
に
２
０
１
６
年
以
降
の
増

加
が
顕
著
で
あ
る
。
現
在
、
簡
易
宿
所
は
旅

館
業
法
上
の
宿
泊
施
設
の
約
８
割
を
占
め

る
。
ま
た
、２
０
１
７
年
度
に
新
た
に
営
業
許

可
を
取
得
し
た
ホ
テ
ル
数
は
32
軒
、
旅
館
数

は
４
軒
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
簡
易
宿
所
営

業
は
２
０
１
４
年
度
に
79
軒
、
２
０
１
５
年

度
に
２
４
６
軒
、
２
０
１
６
年
度
は
８
１
３

軒
、
２
０
１
７
年
度
に
８
７
１
軒
と
急
激
に

増
加
し
て
い
る（
図
３
）。

　

簡
易
宿
所
の
立
地
を
見
て
み
る
と
、
東
山

区
は
４
４
１
軒
、
下
京
区
は
４
６
７
軒
、
中

京
区
は
３
４
３
軒
で
あ
り
、
約
６
割
が
三

区
に
集
中
し
て
い
る
。
相
対
的
に
地
価
が
低

く
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
宿
泊
施
設
が
立
地

し
て
こ
な
か
っ
た
居
住
用
途
の
優
勢
な
エ
リ

ア
に
、
こ
う
し
た
新
た
な
簡
易
宿
所
が
急
速

に
立
地
す
る
傾
向
が
あ
る
（
川
井
・
阿
部
、

２
０
１
８
）（
図
４
、図
５
）。

　

東
山
区
の
五
条
通
り
北
に
位
置
す
る
六
原

元
学
区
は
、
三
区
の
中
で
も
清
水
元
学
区
と

並
ん
で
簡
易
宿
所
が
70
軒
と
最
も
多
く
立
地

し
て
い
る
地
域
で
あ
る
。
学
区
内
の
街
路
は

約
６
割
が
４
メ
ー
ト
ル
未
満
の
細
街
路
で
あ

り
、
木
造
家
屋
の
密
集
す
る
居
住
用
途
と
し

て
の
性
格
が
強
い
。
六
原
元
学
区
で
は
、
簡

易
宿
所
の
増
加
に
よ

る
影
響
が
出
始
め
て

い
る
。
六
原
ま
ち
づ

く
り
委
員
会
委
員

長
の
菅
谷
幸
弘
氏
に

よ
れ
ば
、
宿
泊
施
設

建
設
の
た
め
に
住
民

が
退
去
を
迫
ら
れ
る

ケ
ー
ス
が
増
え
つ
つ

あ
る
と
い
う
（
川
井

ら
、
２
０
１
８
）。

市
民
か
ら
の
反
応

　

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
や
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
よ
う
な

テ
ー
マ
型
の
反
対
運
動
を
組
織
す
る
住
民
団

体
は
不
在
で
あ
る
が
、
六
原
元
学
区
の
よ
う

に
実
際
に
宿
泊
施
設
の
建
設
が
目
立
つ
エ
リ

ア
で
は
、
地
元
の
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
が
対

策
に
乗
り
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　

六
原
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
は
、
木
造
密
集

市
街
地
に
お
け
る
路
地
の
保
全
と
防
災
性

向
上
の
両
立
や
空
き
家
の
再
生
に
実
績
を
も

つ
自
治
組
織
で
あ
り
、
地
区
内
の
空
き
家
が

次
々
と
民
泊
に
変
わ
っ
た
り
、
不
誠
実
な
事

業
者
が
参
入
し
た
り
、
観
光
客
の
マ
ナ
ー
問

題
が
目
立
ち
始
め
た
こ
と
に
頭
を
悩
ま
せ
て

い
た
。
住
民
の
声
と
し
て
、「
防
犯
の
不
安
」

「
ホ
ス
ト
・
ゲ
ス
ト
の
顔
が
見
え
な
い
こ
と
」

「
路
地
へ
の
侵
入
」「
地
元
へ
の
経
済
利
潤
の

図●民泊に対する地域からの自律的な取り組み6
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少
な
さ
」
等
が
あ
が
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

新
た
な
宿
泊
施
設
と
地
域
と
の
接
点
を
探
る

プ
ロ
セ
ス
支
援
を
図
っ
て
い
る（
図
6
）。

政
策
的
対
応

　

土
地
利
用
や
立
地
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
市

レ
ベ
ル
で
の
対
策
は
不
在
で
あ
る
。
現
在
の

観
光
ス
タ
イ
ル
の
質
を
高
め
る
た
め
の
方
針

と
し
て
、
京
都
市
産
業
観
光
局
は
「
良
質
な

宿
泊
施
設
の
拡
充
と
民
泊
適
正
化
」「
観
光

客
の
分
散
化
に
よ
る
観
光
客
の
満
足
度
の
向

上
」「
文
化
を
基
軸
と
し
た
観
光
の
取
り
組

み
の
推
進
」
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い

ず
れ
も
欠
か
せ
な
い
視
点
で
あ
る
。
し
か
し
、

適
切
な
観
光
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
検
討
す
る
視

点
は
不
在
で
あ
る
。

　

わ
が
国
で
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

問
題
は
し
ば
し
ば
観
光
客
の
急
増
に
よ
る
混

雑
問
題
や
観
光
客
の
マ
ナ
ー
問
題
に
回
収
さ

れ
が
ち
で
あ
る
が
、
よ
り
本
質
的
に
注
目
す

べ
き
は
過
度
の
観
光
活
動
が
も
た
ら
す
土
地

所
有
権
の
急
速
か
つ
不
可
逆
な
変
質
に
よ
る

界
隈
の
社
会
構
造
の
変
化
な
ら
び
に
地
域
資

源
へ
の
再
投
資
な
き
消
費
で
あ
ろ
う
。

　

欧
州
の
国
際
的
観
光
都
市
で
は
、
観
光
は

す
で
に
飽
和
状
態
に
あ
り
、
地
元
の
生
活
環

境
を
侵
害
し
て
い
る
と
い
う
認
識
が
一
般
的

で
あ
り
、
そ
う
し
た
危
機
感
は
し
ば
し
ば
住

民
の
社
会
運
動
に
よ
っ
て
あ
ら
わ
に
な
っ
て

き
た
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
経
験

は
、
観
光
客
と
住
民
の
両
者
が
満
足
で
き
る

よ
う
な
観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
戦
略
と
手
法

を
早
急
に
講
じ
る
こ
と
の
必
要
性
を
示
唆
し

て
い
る
。観
光
客
の
満
足
度
を
高
め
、リ
ピ
ー

ト
へ
の
意
欲
を
刺
激
す
る
一
方
、
市
民
生
活

の
レ
ベ
ル
も
観
光
の
存
在
に
よ
っ
て
む
し
ろ

向
上
す
る
た
め
に
は
、
適
切
な
宿
泊
ベ
ッ
ド

総
数
を
地
域
主
導
で
検
討
し
、
行
政
が
将
来

的
な
戦
略
と
の
兼
ね
合
い
の
な
か
で
後
方
支

援
し
、
全
体
と
し
て
規
制
を
図
っ
て
い
く
こ

と
が
不
可
欠
だ
。
伝
統
的
な
市
民
力
に
頼
り

切
る
の
で
は
な
く
、
計
画
が
適
切
な
観
光
市

場
を
作
っ
て
い
く
と
い
う
発
想
こ
そ
が
求
め

ら
れ
る
。

　

ホ
ス
ト
と
ゲ
ス
ト
の
新
た
な
マ
ッ
チ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
は
、
都
市
の
様
相
を
変
え
て
い
く

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘
め
る
一
方
、
実
際
に
宿

泊
行
為
が
な
さ
れ
る
「
界
隈
」
が
培
っ
て
き

た
社
会
文
化
資
源
が
結
果
的
に
消
費
の
対
象

と
な
っ
て
し
ま
う
リ
ス
ク
も
負
う
。
宿
泊
を

経
て
「
旅
」
を
成
り
立
た
せ
る
た
め
に
は
、
旅

人
が
刹
那
的
に
楽
し
む
だ
け
で
な
く
、
貸
し

手
に
経
済
利
潤
が
舞
い
込
み
、
地
域
に
歓
迎

さ
れ
、
地
域
に
何
か
し
ら
の
社
会
的
利
潤
を

も
た
ら
す
よ
う
な
関
係
性
の
構
築
が
欠
か
せ

な
い
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
戦
略
的
に

対
応
す
る
こ
と
は
、
都
市
に
包
容
力
を
も
ち

こ
む
好
機
と
な
ろ
う
。

（
あ
べ　

だ
い
す
け
）

７ 

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
か
ら

　

 

包
摂
的
な
観
光
へ

︵
注
）	京
都
新
聞
は
「
暮
ら
し
と
京
都
観
光
」と
題
す
る
特
集

を
組
み
、
観
光
の
現
状
と
地
域
へ
の
影
響
を
数
回
に
わ

た
り
レ
ポ
ー
ト
し
た
。
ス
ペ
イ
ン
・
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
オ

ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
現
状
と
展
望
に
つ
い
て
受
け
た

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
「
客
過
剰
で
空
洞
化　

市
民
デ
モ
」

と
し
て
掲
載
さ
れ
た
（
２
０
１
８
・
11
・
26
）
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